
TORI タイム ３学期 生徒アンケート結果集約！！ 

３学期のアンケート結果です。協力ありがとうございました！ 

 

 

肯定的な意見 ２学期 ６８．３% ⇒ ３学期 ８２％ 

# 主な結論   

- 回答 365件中、約 9割が「普段話さない人と話せる」「相手を知れる」ことを理由に「楽しい」と回答。   

- 「話す」「知る」「仲良くなる」といったキーワードが圧倒的に多く、交流やコミュニケーションを肯定的に

捉えている。   

- 一部には「気まずい」「相手によっては楽しくない」との意見も少数存在する。 

 

## 主な意見・傾向   

- 普段関わりの少ない人と話す機会ができるのが良い   

- 相手の新しい一面や意外な発見ができる   

- 会話を通して仲が深まる・関係が良くなる   

- お題が面白く、話が弾む場合が多い   

- 朝の時間が明るくなる・読書より楽しいとの声もあり   

- 一部では「気まずい」「沈黙が続くと困る」「相手次第で楽しさが変わる」との指摘あり 

 

 

# 主な結論   

- 最も多かったのは「初対面の人・あまり話したことがない人と話すときに活かせている」という回答で、

全体の約 3分の 1を占めた。   

- 「授業中のペア・班活動」「グループワーク」など学校内での協働場面で生かしているという回答が多

い。   

- 「挨拶」「頷き」「『お願いします』『ありがとうございました』の言葉づかい」など、基本的なコミュニケ

ーションマナーの定着を実感する声が目立つ。   

- 「人見知りが減った」「気まずくない」「自分から話しかけられるようになった」など、自信や積極性の変

化に関する記述も多い。   

 

## 主なポイント   

- 初対面・あまり関わりのない人との会話（約 120件）  - 授業内ペア・班活動での活用（約 90件）   

- 挨拶・感謝・頷きなどの礼儀面（約 60件）   - 友人関係の深化・会話のきっかけづくり（約 40件）   

- 自信や勇気の向上、積極的に話せるようになった（約 30件）   

 

これらのアンケート結果を踏まえて… 

１年間 TORI タイムを行ってみてどうだったでしょうか？肯定的な意見が８０％を超えたことを先生たち

は嬉しく思っています。 この活動を通して“楽しみながらできるようになった”ことはどんなことだろう？成

長は人と比べるものではありません。自分の中でできるようになったことを積み重ねていってほしいなと思

います。 

 TORI タイムを通して、クラスメイトや学年の仲間を大切にできる環境ができてくると、先生たちは嬉しく

思います。１年間、この時間を大切にしてくれてありがとう！！ 


